
　

市
で
行
っ
た
平
成
22
年
度
の
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
平
成
18
年

度
調
査
に
比
べ
て
、「
男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人

の
割
合
は
52.9
％
か
ら
57.5
％
と
な
り
、

認め合い 男
ひ と

女 が織り成す 笑みのまち
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男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
と

も
に
参
画
し
、
と
も
に
責
任
を
分
か

ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
取
組
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
３
月
に
「
な

が
と
男
女
共
同
参
画
計
画
（
第
２

次
）」
を
策
定
し
、
広
報
・
啓
発
活

動
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
活
動
団
体
と
連
携
し
た
講

演
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
市
民
、

学
校
、
企
業
、
地
域
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
第
２
次
計
画
で
は
、
長
門
市

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な

ど
社
会
環
境
の
変
化
を
考
慮
し
て
基

本
目
標
を
見
直
す
と
と
も
に
、
市
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
お
よ

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て

　男女共同参画社会形成の基本は、金子みすゞさんの詩「私と小鳥と鈴と」の「みんな
ちがって、みんないい」にもあるように、お互いを認め合い、ともに生きようとする、
人権が尊重される社会です。
　この機会に、私たちの周りにある男女のパートナーシップについて考えてみましょう。

男女の地位の平等感

10
月
は
『
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
』で
す

み
ん
な
、
ど
う
思
っ
て
い
る
？

　
「
働
き
た
い
の
に
働
く
場
所
が
な

長
門
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
と
推
進
に
必
要
な
事

項
の
調
査
や
審
議
を
行
う
た
め

に
、「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」

を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
人
程
度

■
任
期　

２
年
（
平
成
25
年
11

　

／
１
〜
平
成
27
年
10
／
31
）

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
応

　

募
時
に
満
20
歳
以
上
の
人

■
応
募
期
間　

10
／
１
（火）　
　

　

〜
10
／
15 

（火）

■
応
募
方
法　

市
役
所
本
庁
１

　

階
総
合
受
付
お
よ
び
各
支
所

　

総
合
窓
口
課
に
備
え
付
け
の

　
「
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
提
出
（
フ
ァ
ッ
ク

　

ス
、
メ
ー
ル
で
も
可
）

■
決
定
方
法　

選
考
に
よ
る

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
５
９
‐
４
１
９
２

　

長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
番

　

地
２　

　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　

℡
23
‐
１
１
１
６

　

Fax 

22
‐
０
１
３
５
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職場に活気

●女性の方針・政策決定過程
　への参画が進み、多様な人
　材が活躍することによっ　
　て、経済活動の創造性が増
　し、生産性が向上
●働き方の多様化が進み、男
　女がともに働きやすい職場
　環境が確保されることによ
　り、個人の能力を最大限　
　に発揮

家庭生活の充実

●家族を構成する個人がお互
　いに尊重し合い協力し合う
　ことによる、家族のパー　
　トナーシップの強化
●仕事と家庭の両立支援環境
　が整い、男性の家庭への参
　画も進むことによって、男
　女がともに子育てや教育に
　参加

地域力の向上

●男女がともに主体的に地域
　活動やボランティア等に参
　画することによって、地域
　コミュニティーが強化
●地域の活性化、暮らしの改
　善、子どもたちが伸びやか
　に育つ環境が実現

男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会

ひとりひとりの豊かな人生
仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望に沿った形で展開でき、男女がともに夢や希望を実現

男女共同参画社会のイメージ図（内閣府男女共同参画局）
び
自
治
会
等
の
地
域
活
動
の
場
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進
を
重
点

的
に
推
進
す
べ
き
事
項
と
し
て
い
ま

す
。

4.6
％
増
加
。
ま
た
「
平
等
」
と
答
え

た
人
の
割
合
は
、
7.8
％
か
ら
10.1
％
と

な
り
、
2.3
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
平
等
」
と
思
う
人
が
増
え
て
い

る
一
方
、「
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ

て
い
る
」
と
思
う
人
も
増
加
し
て
い

る
状
況
で
す
。

い
」「
仕
事
が
忙
し

す
ぎ
て
生
活
に
豊
か

さ
が
実
感
で
き
な

い
」「
仕
事
と
育
児
・

介
護
の
両
立
が
困

難
」
な
ど
、
私
た
ち

の
「
働
く
こ
と
」
を

取
り
巻
く
環
境
は
、

大
変
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
状
況
が
働
く

人
々
の
将
来
へ
の
不

安
や
豊
か
さ
を
実
感

で
き
な
い
大
き
な
要

因
と
な
り
、
社
会
の

活
力
低
下
や
少
子

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

化
・
人
口
減
少
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
充
実
し
た
暮
ら
し

が
実
現
で
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

社
会
環
境
が
改
善
さ
れ
、
生
活
は
よ

り
豊
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
も
「
な
が
と
男
女
共
同
参
画

計
画
（
第
２
次
）」
の
中
で
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図
る
環
境
整
備
を

基
本
目
標
に
掲
げ
、
柔
軟
な
勤
務
形

態
の
必
要
性
や
有
効
性
を
企
業
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生

活
な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育
て
期
、

中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階

に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・

実
現
で
き
る
社
会
と
な
る
よ
う
啓
発

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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